ビジネス・エシックスと三つの陥穿　-田中照純氏の問題提起に応えて- by 宮坂 純一










































2006年 9 月に刊行された、問中照純稿「企業倫理学に潜む三つの拍穿J (~立命館経営学』第45

















置づけられるわけでもないJ 0 í企業倫理学」の「学問上の基本的性格j は f私見(田中氏の見
解一一引用者)によればJ í広い意味での経営学に求める以外になj く、「それは企業活動が持
つ倫理的側面を研究対象に据え」た、 í~企業倫理の経営学~J であり、「企業倫理学は決して『企
業の倫理学~J (傍点原文) (2) ではない。




















































































































































って様々な意味を内包する J rいわばヴェールに包まれた概念J (59ページ)であるからである。
より明確に言えば、ステイクホルダーという概念では、「企業との間でそれぞれ異なる立場に応







































このことは、現代の CSR と 60-70年代の社会的責任論の相違とも関連してくる問題である。
社会的責任の「社会的」には 2 通りの解釈がある。第 1 は経済的なものに対立するものとして
社会的を位置づける解釈であり、この場合、社会的責任は非経済的(非金銭的)責任を意味し
ている。そして第 2 の解釈によれば、社会的責任は社会に対する責任を意味している。

















































































(5) 宮坂純一「スウェットショップからの問題提起J W奈良産業大学紀要第21号~ 2005年および宮坂純一「ス


































を追求する学問である J r社会科学J とは異なり、「倫理学は何よりも人間行動が“善いか悪い













































る今日では、経営目標に倫理性が含まれなければ、それは f共通の目的J になりえない、 3)
それ故に、倫理性を含めて経営目標を策定することが要請されている、と。
筆者の立場から言えば、ビジネス・エシックスが述べているのはそのことであり、それを捉




















経営学』第41巻第 6 号、 2003年)に触発されて、その当時筆者が考えていたことを整理した結
果であった。
(9) 宮坂純一「ビジネス・エシックス、ステイクホルダー・マネジメントそして C S RJ W産業と経済』第































































で発達してきた business ethics には、大きく分けて、ピタネヌ倫理学とビジネス倫理学があ










田中氏の論孜 f企業倫理学の基本問題」でも触れられているが、日本では、 business ethics 
に相当する日本語の名称が定着していない状況が続いている。この現状を考えると、 business
ethicsの問題提起を筆者なりに受けとめていることを明確にしておくために、あえてビジネ
ス・エシックスと表記する、ということにはそれなりの根拠がある(と思われるのだが・・・)。
(2006/12/11 脱稿)
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